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学びの広場
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合
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☎
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ー

２
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八
幡
宮
綴
子
神
社
の
境
内
社
前
左
側

に
あ
り
、
神
社
の
御
神
木
と
し
て
古
く

か
ら
大
事
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢

は
千
年
以
上
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
、
綴
子
集
落
の
歴
史
と
地

域
の
人
々
の
信
仰
を
象
徴
す
る
樹
木
で
、

樹
勢
は
今
な
お
旺
盛
で
す
。

　
根
元
に
大
桂
神
社
を
祀
り
、
縁
結
び

子
宝
安
産
の
守
護
神
と
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
や
近
隣
、
秋
田
市
か
ら
も
参
拝

す
る
人
が
い
る
そ
う
で
す
。
春
に
は
す

ば
ら
し
い
抹
香
（
線
香
）
の
香
り
を
放

ち
、
６
月
に
な
る
と
桂
の
黒
っ
ぽ
い
実

が
落
ち
地
面
を
敷
き
つ
め
る
そ
う
で
す
。

　
近
く
に
は
、
綴
子
の
旧
家
で
親
方
の

高
橋
八
郎
兵
衛
家
の
旧

庭
に
植
え
ら
れ
た
「
親

方
樅
と
根
曲
り
桜
」
が

あ
り
ま
す
。

◇
天
然
記
念
物（
植
物
）

　
北
秋
田
市
で
指
定
し

て
い
る
天
然
記
念
物
で
、

植
物
は
９
件
あ
り
ま
す
。

▽
相
善
杉
（
鷹
巣
）▽
大
欅
（
鷹
巣
）▽

親
方
樅
と
根
曲
り
桜
（
鷹
巣
）▽
マ
イ

ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
（
鷹
巣
）▽
親

杉
（
森
吉
）▽
ツ
キ
（
森
吉
）▽
佐
竹
公

御
手
植
の
松
（
阿
仁
）▽
笑
内
神
社
の

銀
杏
（
阿
仁
）

　
学
問
・
学
術
上
価
値
の
あ
る
植
物
と

し
て
、
こ
れ
を
保
存
、
保
護
す
る
た
め

市
で
指
定
し
て
い
ま
す
。

＊
ツ
キ
（
槻
）

　
ケ
ヤ
キ
の
古
名
で
ツ
キ
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
合
川
地
区
上
杉
・
下
杉
集
落

に
は
、
樹
齢
約
１
５
０
年
３
０
０
本
の

ケ
ヤ
キ
並
木
が
１
・
５
㎞
に
わ
た
り
群

生
し
て
い
ま
す
。
風
雨
・
風
雪
か
ら
村

を
守
る
屋
敷
林
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
（
通
称
「
ハ
ッ
ケ
の

欅
」）。
家
並
も
特
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
昭
和
53
年
２
月
１
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
鷹
巣
町
史
」、「
鷹
巣
の
文

化
財
」、「
北
鹿
は
宝
箱
」、「
鷹
巣
町
の
記

念
物
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
植
物
）

○「
千
年
桂
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
綴
子
字
西
館
46

　　　　　　　　　
綴
子
神
社
境
内

◇
管
理
者　
綴
子
神
社
宮
司 

武
内
尊
英

　 ■
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
講
座

　
ア
ロ
マ
を
用
い
て
、
咳・の
ど
の
痛
み・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
対
策
法
を

学
び
ま
す
。

期
日　
11
月
16
日
（
金
）

時
間　
９
時
30
分
〜
10
時
50
分

会
場　
中
央
公
民
館

講
師　
谷
口
あ
つ
子
氏

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
５
０
０
円

持
ち
物　
薄
手
の
バ
ス
タ
オ
ル

■
チ
ョ
こ
ボ
ラ
！
高
校
生
と
一
緒
に

　
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
デ
ー

期
日　
11
月
17
日
（
土
）

時
間　
９
時
〜
11
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
の
小
学
生　
参
加
料　
無
料

■
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
作
る

　
年
賀
状
＆
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状

や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

期
日　
11
月
20
日
（
火
）、
22
日
（
木
）

　
　
　
11
月
27
日
（
火
）、
29
日
（
木
）

時
間　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

会
場　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

講
師　
田
中
俊
生
氏

定
員　
11
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
０
０
０
円

持
ち
物　
写
真
を
挿
入
し
た
い
方
は
、
写

真
デ
ー
タ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

申
込
期
間　
11
月
１
日（
木
）〜
12
日（
月
）

■
マ
イ
バ
ッ
ク
作
り
講
座

期
日　
11
月
22
日
（
木
）、
29
日
（
木
）

　
　
　
12
月
13
日
（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　
菊
地
洋
子
氏

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
〜
２
千
円
程
度

持
ち
物　
裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
、
筆
記

用
具

※
使
用
す
る
布
は
準
備
し
ま
す
が
、
使
い

た
い
布
が
あ
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
込
期
間　
11
月
２
日（
金
）〜
15
日（
木
）

■
筆
ペ
ン
講
座

期
日　
12
月
７
日
（
金
）、
14
日
（
金
）

　
　
　
12
月
21
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
正
午

会
場　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　
河
合
千
代
子
氏

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
筆
ペ
ン　
参
加
料　
無
料

申
込
期
間　
11
月
２
日（
金
）〜
26
日（
月
）

▲千年桂（綴子神社境内）

地球の不思議を再発見
～合川ことぶき大学「移動研修」～

　合川ことぶき大学の移動研修が９月10日行われ、
学生28人が秋田大学の鉱業博物館を見学し、鉱山
や鉱石について理解を深めました。
　博物館には、全国から掘り出された珍しい鉱石、
鉱物、化石、隕石など約3,300点が展示されてお
り、近くでは小坂、釈迦内、花岡鉱山の鉱石も数
多く展示されていたほか、「秋田古銭物語～阿仁の
鉱山(やま)が生んだ貨幣～」として特別展も開催
されていました。
　学生たちは、実際に標本を手で触れたり、暗所 ▲鉱石の説明を聞く合川ことぶき大学の皆さん

で発光する鉱物の色鮮やかな美しさに驚くなど、
地球の不思議を再発見する研修となりました。

ブータン王国に学ぶ真の幸せ
～秋田大学北秋田分校教養セミナー～

　秋田大学北秋田分校教養セミナー・北秋田市高
鷹大学全体講座＆一般公開講座が９月20日、文化
会館で開催され、高鷹大学受講生や一般市民など
約200人が聴講しました。
　秋田大学は、王立ブータン大学と国際交流協定
を結んでおり、講師の秋田大学国際交流センター
西田文信准教授は、ブータンの言語を研究する第
一人者で、かねてよりブータンを訪れ活動してい
ます。西田准教授は、ブータンの日常生活に触れ
ながら「国民総幸福量は国民総生産よりも重要」 ▲ブータン王国について説明する西田文信准教授

とするワンチュク国王のユニークな政策などを紹
介しました。

　「ともに学びあい地域の和をひろげよう」をテー
マに文化交流のつどいを開催します。皆様お誘い
合わせの上、お気軽にご来
場ください。
期間　11月３日（土）・４日（日）
時間　10時～ 16時
会場　阿仁ふるさと文化センター
内容　各団体のステージ／郷土芸能／団体・個人
の作品展示／食堂・喫茶／バザー・直売コーナー

　森吉地区の文化交流会を開催します。多彩な文
化活動の発表の場です。皆様のご来場をお待ちし
ています。
期日　11月18日（日）
時間　10時～ 14時30分
会場　森吉コミュニティセンター
内容　ゲスト団体「熊野神社餅つき踊り」、「森吉
中学校吹奏楽部」のステージ／各団体のステージ
発表／作品の展示

※食堂開設のほ
か、手づくり餅
やケーキの販売
もあります

※３日（土）は作品の展示のみ

森吉公民館　☎72－3259申問阿仁公民館　☎82－2220申問

阿仁文化交流のつどい もりよし文化交流会


